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令和２年度 第６回教育研究評議会議事要旨 

 

１．日 時  令和２年８月５日（水）１３：３０～１４：５６  

２．場 所  本部棟２F会議室（戸畑） and Web 会議 

３．出席者  学長，理事（研究・総務・国際・施設担当）， 

理事（教育・学生・情報担当）， 

理事（入試・計画評価・ダイバーシティ担当）， 

理事（経営改革・財務担当），理事（広報・社会連携担当） 

工学研究院長，情報工学研究院長，生命体工学研究科長，教養教育院長， 

副工学研究院長（副工学府長），副工学研究院長（副工学部長）， 

副情報工学研究院長（副情報工学府長）， 

副情報工学研究院長（副情報工学部長），副生命体工学研究科長， 

４．列席者  学長特別補佐（産学連携担当），近藤監事，林田監事 

 

５．議事要旨確認 

令和２年度第５回（令和２年７月１日）の議事要旨（案）について確認が行われ，了

承された。 

 

６．報告事項 

（１）客員教授等の称号授与について          （資料１，別添資料１） 

   理事（研究・総務・国際・施設担当）から，８月５日付けで新規に客員教授の称号

を３名に授与することについて，報告があった。 

 

（２）令和２年度施設整備事業実施計画について           （資料２） 

理事（研究・総務・国際・施設担当）から，令和２年度施設整備事業実施計画につ

いて，報告があった。 

また，飯塚地区総合研究棟の改修について，コロナ禍の影響により引越の遅れ等問

題が発生した場合においては，契約の変更手続等を行うなど臨機応変に対応予定であ

る旨補足説明があった。 

 

（３）令和３年度入学式からの会場一本化について          （資料３） 

   総務課長から，令和３年度入学式からの会場一本化について報告があり，オリエ

ンテーションについては，検討することとなった。 

 

７．審議事項 

（１）学則等の一部改正について                            （資料４） 

学務課長から，令和２年６月３０日付け大学院設置基準の一部改正に係る改正，及

び高等教育の修学支援新制度の実施に伴う学則の一部改正について説明があり，審

議の結果，了承され，役員会に付議することとした。 
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（２）教育職員に関する昇任適格審査委員会委員の交代について  （別添資料２） 

情報工学研究院長から，役職者の変更に伴う委員の変更について説明があり，審議

の結果，了承された。 

 

（３）教育職員選考委員会の設置に伴う委員の選出について       （資料５） 

工学研究院長及び情報工学研究院長から，本日の役員会で設置が決定された教育

職員選考委員会のうち，教育研究評議会が指名する委員の選出について説明があり，

審議の結果，次のとおり了承された。 

①工学研究院 電気電子工学研究系 助教または准教授 １名（女性限定公募） 

〔梶原 誠司 理事，大村 一郎 教授〕 

   ②情報工学研究院 助教または准教授 １名 

    〔芹川 聖一 理事，安田 隆 教授〕 

 

（４）教育職員の選考について             （資料６，別添資料３） 

   工学研究院長から，次の教育職員の選考について説明があり，審議の結果，了承

され，役員会に付議することとした。 

   なお，科学研究費助成事業への申請について，競争的資金獲得のため，より積極

的に行うよう要請があった。 

   ①工学研究院 電気電子工学研究系 教授 １名 

   ②工学研究院 物質工学研究系 准教授 １名 

 

８．その他 

（１）第１３回学長記者懇談会について 

   学長から，７月３０日に，第１３回学長記者懇談会を実施し，本学独自のインター

ンシップ型アルバイトでは，多数が応募している状況であることについて報告があっ

た。 

 

（２）学長対話について 

    学長から，８月末から，学科長や研究院長等との対話を開始予定であり，対話にお

いて，遠隔授業が長期的となることが予想されるため，今後の遠隔授業の在り方等に

ついて提案をいただきたい旨要請があった。 

 

（３）９月２５日の学位記授与式について 

   学長から，９月２５日（金）の学位記授与式について，新型コロナウイルス感染症

予防のため，実施方法を一部変更のうえ挙行予定であることについて報告があった。 

併せて，コロナ禍により渡日できない学生のために，英語によるデジタルコンテン

ツの作成を推進するよう要請があった。 

 

 

 



3 

 

（４）今後の国際化について 

   監事から，コロナ禍により，物理的に，海外派遣プログラム等が実施できないため，

今後の国際化の在り方を検討する必要性について意見があった。 

理事から，Web 会議による国際会議を開催すること，インターネットを用いて，海

外の連携大学の学生との共同学習の機会を設ける等，今後の国際化対応を検討してい

るとの報告があった。 

 

（５）教育研究評議会の次回開催日について 

令和２年９月２日（水）午後１時３０分から本部棟２F会議室（戸畑） and Web 会

議で開催する予定。 


